
2022年 3 月15日
　

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
の
十
二
月
、

江
戸
川
乱
歩
は
東
京
を
去
り
、
ふ
ら
り
と
九

州
の
地
を
訪
れ
た
。
の
ち
に
乱
歩
が
こ
の
時

期
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
い
く
中
で
、
こ

の
九
州
旅
行
を「
い
つ
も
の
逃
避
放
浪
旅
行
」

と
し
て
性
格
づ
け
て
い
た
。「
九
州
一
周
旅

行
」
は
一
九
三
五
年
一
二
月
か
ら
翌
三
六
年

一
月
の
半
ば
ま
で
で
、
約
一
ヶ
月
半
に
わ
た

る
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
、
乱
歩
は
博

多
、
熊
本
、
長
崎
、
鹿
児
島
、
別
府
な
ど
に

泊
ま
り
、
中
で
も
「
長
崎
と
別
府
に
一
番
長

く
滞
在
し
た
」
と
後
年
『
探
偵
小
説
四
十
年
』

で
語
っ
て
い
る
。
約
一
ヶ
月
半
に
わ
た
る
こ

の
放
浪
旅
行
に
対
し
て
、
お
そ
ら
く
仲
の
良

い
編
集
者
か
作
家
仲
間
と
思
わ
れ
る
人
物
が

一
九
三
六
年
七
月
一
二
日
号
『
週
刊
朝
日
』

の
コ
ラ
ム
「
作
家
噂
話
」
で
名
前
を
伏
せ
て
、

乱
歩
の
「
旅
行
奇
癖
」
に
つ
い
て
記
事
を
書

い
て
い
る
（
乱
歩
は
の
ち
に
こ
れ
を
『
貼
雑

年
譜
』
に
大
事
に
貼
っ
て
保
存
し
て
い
た
）。

そ
の
記
事
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
乱
歩
は
「
市

中
を
散
歩
し
て
い
て
、
気
が
向
く
と
そ
の
ま

ま
ブ
ラ
リ
と
上
野
な
り
新
橋
な
り
か
ら
汽
車

に
乗
り
込
ん
で
し
ま
う
」
こ
と
が
あ
り
、「
全

く
の
素
手
で
」「
飄
然
と
出
掛
け
て
し
ま
う
」。

し
か
も
、
乱
歩
か
ら
電
報
を
も
ら
い
、
何
事

か
と
思
え
ば
、
遠
い
長
崎
か
ら
の
「
カ
ネ
オ

ク
レ
」
で
あ
っ
た
か
ら
び
っ
く
り
仰
天
し
た

と
い
う
。
こ
こ
か
ら
も
乱
歩
の
放
浪
旅
行
の

様
子
が
大
概
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

乱
歩
の
こ
う
し
た
「
逃
避
放
浪
旅
行
」
は

度
々
あ
っ
て
、
観
光
地
を
ぶ
ら
り
と
一
人
訪

れ
る
こ
と
で
、
創
作
や
対
談
、
集
会
な
ど
に

追
わ
れ
る
作
家
生
活
か
ら
息
抜
き
す
る
。『
探

偵
小
説
四
十
年
』
に
よ
れ
ば
、一
九
三
五
年
、

前
年
末
ま
で
に
手
を
か
け
て
い
た
雑
誌
の
連

載
も
終
わ
り
、
当
時
執
筆
中
の
「
人
間
豹
」

も
同
年
四
月
に
仕
上
げ
た
と
い
う
。
乱
歩
は

そ
れ
以
降
新
し
い
仕
事
の
予
定
を
入
れ
ず

に
、
こ
の
期
間
を
「
作
家
生
活
以
来
三
度
目

の
冬
眠
」
と
呼
ん
で
い
て
い
た
。
こ
の
休
筆

の
主
な
原
因
は
、
自
分
の
創
作
に
不
満
を
感

じ
た
と
い
う
よ
り
は
、
同
年
五
月
に
蓄
膿
症

の
手
術
を
受
け
た
と
い
う
健
康
上
の
も
の
で

あ
っ
た
。
長
い
休
養
生
活
で
乱
歩
は
書
く
か

ら
読
む
に
向
け
て
方
向
転
換
し
、
本
格
探
偵

小
説
へ
の
情
熱
を
再
び
燃
え
上
が
ら
せ
た
。

病
気
の
休
養
、
多
忙
な
作
家
生
活
か
ら
の
息

抜
き
も
兼
ね
て
、「
い
つ
も
の
逃
避
放
浪
旅

行
」
と
い
う
形
で
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
九
州

放
浪
で
訪
れ
た
別
府
が
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
た

ら
し
く
、
一
九
三
七
年
四
月
に
家
族
を
連
れ

て
再
び
訪
れ
た
（
こ
の
家
族
旅
行
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
丹
羽
み
さ
と
「
旅
す
る

乱
歩
〜
別
府
編
〜
」
を
参
照
）。 

　

さ
て
、
今
回
は
乱
歩
が
旅
先
か
ら
持
ち
帰

っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
葉
書
の
資
料
を
中
心

に
、
一
九
三
五
〜
一
九
三
六
年
の
九
州
放
浪

旅
行
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
三
五
年
〜
三

六
年
の
九
州
旅
行
に
対
し
て
、
乱
歩
の
お
ぼ

ろ
げ
な
記
憶
し
か
の
ち
に
記
録
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、「
逃
避
放
浪
旅
行
」
の
細
か
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
全
体
的
に
再
構
成
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
え
よ
う
。「
ト
ラ
ン
ク
一
つ

提
げ
る
で
は
な
く
、
石
鹸
一
つ
用
意
す
る
で

は
な
し
、
全
く
の
素
手
」
の
乱
歩
は
当
然
、

家
族
旅
行
の
時
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
を
準
備
し

て
記
録
す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
乱
歩
が
旅
先
か
ら
入
手
し
た
葉
書
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
合
わ
せ
て
参
照
す
れ
ば
、

彼
は
お
そ
ら
く
東
京
か
ら
列
車
に
乗
り
、
途

中
船
に
乗
り
換
え
、
九
州
で
は
再
び
鉄
道
を

利
用
し
て
周
遊
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
彼
の
足

跡
に
沿
っ
て
資
料
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

と
、「
南
洋
の
風
土
を
偲
ぶ
・
日
向
青
島
の

奇
勝
」「
長
崎
切
支
丹
名
勝
案
内
」「
青
島
村

勢
一
覧
」「
鹿
児
島
市
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」「
麗

光
（
九
州
線
第
一
輯
）」（
鉄
道
省
・
葉
書
）、

「
美
し
の
山
水（
九
州
線
第
二
輯
）」（
鉄
道
省
・

葉
書
）
な
ど
が
あ
る
（
図
１
を
参
照
）。 

　

と
り
わ
け
、
乱
歩
が
「
一
番
長
く
滞
在
し

て
い
た
」
と
い
う
長
崎
に
関
し
て
は
、
大
浦

天
主
堂
が
一
九
三
三
年
に
発
行
し
て
い
た

『
長
崎
切
支
丹
名
勝
案
内
』（
図
２
）
が
あ
る
。

長
崎
は
オ
ラ
ン
ダ
や
中
国
と
の
貿
易
で
栄

え
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
た

街
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
バ
テ
レ
ン
の
発
展

と
弾
圧
の
歴
史
で
隠
し
キ
リ
シ
タ
ン
と
キ
リ

シ
タ
ン
名
勝
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
土
地

で
も
あ
る
。
長
崎
は
昔
か
ら
文
学
者
に
愛
さ

れ
、
特
に
近
代
以
降
は
雑
誌
『
明
星
』
を
創

刊
し
た
与
謝
野
鉄
幹
・
明
子
夫
婦
を
中
心
と

す
る
青
年
詩
人
た
ち
の
旅
や
、
芥
川
龍
之
介

の
長
崎
来
訪
と
彼
の
「
切
支
丹
物
」
と
呼
ば

れ
た
一
連
の
作
品
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

乱
歩
が
訪
れ
た
時
期
は
奇
し
く
も
長
崎
が
観

光
事
業
を
大
い
に
力
を
入
れ
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。『
新
長
崎
市
史
』（
長
崎
市
史
編
さ

ん
委
員
会
、
二
〇
一
四
）
に
よ
る
と
、
一
九

二
八
年
三
月
、
長
崎
の
雲
仙
は
内
務
大
臣
よ

り
名
勝
地
に
指
定
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
国
立
公
園
指
定
運
動
の
流
れ

に
乗
じ
て
、
長
崎
で
は
観
光
業
が
造
船
、
水

産
に
次
ぐ
第
三
の
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
振
興
の
動
き
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
。

乱
歩
の
旅
行
：

　 
昭
和
一
〇
年
〜
一
一
年
、
九
州
放
浪
の
旅 
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由
緒
あ
る
観
光
地
の
阿
蘇
、
別
府
と
連
携
し

て
、
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
観
光
遊

覧
を
誘
致
す
る
ブ
ー
ム
が
生
じ
て
い
た
。
乱

歩
旅
行
の
前
年
の
一
九
三
四
年
三
月
二
五
日

か
ら
五
月
二
三
日
ま
で
雲
仙
で
開
催
さ
れ
た

「
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
」
は
こ
う
し
た
観

光
振
興
の
気
運
を
さ
ら
に
高
め
た
。
乱
歩
が

ツ
ー
リ
ズ
ム
ブ
ー
ム
の
最
中
に
長
崎
に
訪

れ
、
長
崎
の
切
支
丹
名
勝
及
び
そ
の
周
辺
に

も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
掘
り

下
げ
れ
ば
、
乱
歩
が
長
崎
遊
覧
の
ち
ょ
う
ど

一
年
前
に
、
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
、
既
存

の
大
村
線
な
ど
在
来
線
を
踏
ま
え
、
長
崎
で

は
航
路
・
鉄
道
・
道
路
が
整
備
さ
れ
、
当
時

日
本
で
も
屈
指
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
れ
を
利
用
し
て
九
州
を
周
遊
す
る

乱
歩
の
姿
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
今

ま
で
見
て
き
た「
い
つ
も
の
逃
避
放
浪
旅
行
」

で
あ
る
こ
の
九
州
放
浪
は
、
乱
歩
の
そ
の
他

の
放
浪
旅
行
を
考
え
る
に
は
良
い
素
材
を
提

供
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

年
明
け
て
一
九
三
六
年
一
月
、
乱
歩
は
放

浪
を
終
え
、
九
州
を
一
周
し
て
か
ら
東
京
に

戻
り
、
再
び
執
筆
に
集
中
す
る
が
、「
イ
ヤ

イ
ヤ
な
が
ら
続
き
も
の
を
二
つ
書
き
は
じ
め

た
」
と
「
意
気
上
が
ら
」
な
い
三
六
年
を
迎

え
た
。

　

翌
月
、
二
・
二
六
事
件
が
起
こ
り
、
益
々

暗
雲
立
ち
籠
め
る
世
間
に
な
っ
た
。
実
際
、

一
九
三
七
年
盧
溝
橋
事
件
の
時
期
か
ら
、
戦

時
中
の
旅
行
が
少
し
ず
つ
制
限
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
こ
う
し
た
放
浪
の
旅

も
で
き
な
く
な
っ
た
だ
ろ
う
。
長
崎
も
原
爆

が
投
下
さ
れ
、
爆
心
地
近
く
に
あ
っ
た
浦
上

図１「南洋の風土を偲ぶ・日向青島の奇勝」絵葉書／表紙（右）、葉書表と裏（左） 
　　葉書表には「（日向青島名所）青島神社境内全景」とあり、青島の紹介文が書
かれている。裏には「宮崎市観光記念」「日向青島」「11.1.6」と記念はんこ
の跡があり、乱歩が一九三六年一月六日に宮崎青島に訪れたことを証明する。 

図２「長崎切支丹名勝案内」
（大浦天主堂発行の

パンフレット） 

図３ 現在の大浦天主堂
（筆者撮影・ 2019年夏） 

天
主
堂
な
ど
、
乱
歩
の
目
に
留
ま
っ
た
切
支

丹
名
勝
も
大
き
な
損
害
を
受
け
、
戦
後
に
な

っ
て
よ
う
や
く
修
復
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
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）


